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知
事
、
教
育
長
並
び

に
教
育
委
員
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

と
県
立
学
校
の
教
育
充

実
の
た
め
に
ご
支
援
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
２
年
７

月
１
日
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
高
Ｐ
連
の
黒

田
会
長
始
め
役
員
５
名

で
、
今
年
度
の
役
員
就

任
の
ご
挨
拶
及
び
活
動

報
告
の
た
め
、
知
事
表

敬
訪
問
を
実
施
し
ま
し

た
。
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

高
Ｐ
連
の
活
動
に
つ
い
て
、
知
事
と

率
直
な
意
見
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、
来
年
度
の
定
期
総
会
へ
の
ご
出

席
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
に
伴
う
臨
時
休
校
措

置
は
、
学
校
再
開
準
備
期
間
を
経
て

６
月
１
日
か
ら
通
常
授
業
と
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
も
感
染
拡
大
防
止
に

留
意
し
な
が
ら
の
学
校
生
活
が
続
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
中
、
引
き
続
き

学
校
運
営
や
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
校
が
取
組
ん
で
い
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
互
い
に
紹
介
し
合
い
、

自
校
の
活
動
に
生
か
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
互
い
に
学
び
、
楽
し
く
つ

な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
も
、
平
成
27

年
度
の
ス
タ
ー
ト
以
来
、
募
集
方
法

の
見
直
し
等
も
行
い
な
が
ら
定
着
し

た
事
業
に
な
っ
て
き
た
こ
と
や
、「
高

Ｐ
連
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、
学
校
の

特
色
あ
る
活
動
を
他
校
の
保
護
者
の

方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
学
校

紹
介
」を
掲
載
し
た
り
、ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
正
解
者
に
、
県
立
学
校
の

生
徒
が
制
作
、
商
品
化
し
た
品
物
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
こ
と
も
話
題

に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
、
知
事

か
ら
は
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
と
も

に
高
Ｐ
連
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
す

る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
15
日（
水
）開
催
の
高
Ｐ
連
理

事
会
の
席
で
一
宮
興
道
高
校
、
半
田

農
業
高
校
、
春
日
井
商
業
高
校
、
足

助
高
校
、
豊
川
工
業
高
校
の
各
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
代
表
者
に
そ
れ
ぞ
れ
10
万
円

が
、
継
続
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
支
援

す
る
た
め
の
助
成
金
と
し
て
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

６
月
19
日（
金
）に
三
重
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
を
予
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
「
三
重
大
会
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
総
会
に
つ
い
て
は
書
面
議

決
に
よ
る
開
催
と
し
、
ま
た
、
研
究

協
議
に
つ
い
て
は
「
三
重
大
会
資
料

集
」
に
よ
る
紙
面
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

○
研
究
協
議
（
紙
面
発
表
）

　
「
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
」

　
　

三
重
県
立
白
山
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
は
笑
顔
で
元
気
に

楽
し
く
」

　
　



愛
知
県
立
三
谷
水
産
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ

○
来
年
度
の
東
海
大
会
は
静
岡
県
で

開
催
し
ま
す
。

　

期
日
：
令
和
３
年
６
月
25
日（
金
）

　

会
場
：
静
岡
市
民
文
化
会
館

　

高
Ｐ
連
健
全
育
成
委
員
会
を
、
９

月
16
日（
水
）に
開
催
し
ま
し
た
。
県

警
察
本
部
少
年
課
に
よ
る
「
少
年
の

非
行
情
勢
等
」
に
関
す
る
講
話
及
び

出
席
し
た
５
校
で
の
生
徒
の
健
全
育

成
の
観
点
か
ら
の
課
題
等
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
期
日　

令
和
３
年
８
月
24
日（
火
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

25
日（
水
）

会
場　



く
に
び
き
メ
ッ
セ

　
　
　

〜
島
根
県
立
産
業
交
流
会
館
〜

　
　
　

始
め
６
会
場

令
和
２
年
度
東
海
大
会
報
告

健
全
育
成
委
員
会
開
催

来
年
度
の
第
70
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
島
根
大
会
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

愛
知
県
教
育
公
務
員
弘
済
会
奨
励
金

愛知県高P連 検索
http://www.aichikoupren.org

知事への表敬訪問
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タ
テ
の
カ
ギ

 

① 

お
腹
が
出
た
り
、
凹
ん
だ
り
。
便
利
な

機
能
が
付
い
た
ス
ラ
ッ
ク
ス
！

 

② 

食
中
毒
防
止
の
た
め
使
い
分
け
た
り
、

切
る
順
番
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
！

 

③ 

二
つ
そ
ろ
っ
て
一
組
と
な
る
こ
と

 

④ 

二
枚
〇
、
巻
〇
。
何
で
し
ょ
う
？
？

 

⑥ 

古
く
は
、
手
妻
、
品
玉
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た

 

⑨ 

手
足
の
爪
に
施
す
化
粧
や
装
飾
の
こ

と
。
〇
〇
〇
ア
ー
ト

 

⑩ 

寿
司
ネ
タ
の
土
台
に
な
り
ま
す

ヨコのカギ

 ① 名古屋の伝統工芸、〇〇〇〇絞り

 ⑤ 就職試験、もらえて良かった！

 ⑦ 稲作と鉄器・青銅器などの金属器が

特徴の日本文化（時代）

 ⑧ スイカ、ブドウ。食べ易い！

 ⑪ 十二支のひとつ

 ⑫ その場の調子や勢いに乗って度が過

ぎてしまうこと

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
・
ご
住
所
・
ご
氏
名
・

所
属
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
明
記
の
う
え
、

〒
４
６
０

−

０
０
０
７

名
古
屋
市
中
区
新
栄
１

−

４９

−

１０

愛
知
県
教
育
会
館
六
階

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
締
切
：
１
月
20
日
消
印
有
効
】

　

正
解
者
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
十
名

様
）
に
は
愛
知
県
立
名
古
屋
聾
学
校
の
生

徒
が
制
作
し
た
ペ
ン
ケ
ー
ス
と
布
製
バ
ッ

ク
各
一
個
を
セ
ッ
ト
で
発
送
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 応　

募　

方　

法

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　の
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
？
（
答
え
に
な
り
ま
す
）

　

愛
知
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
本
県

の
教
育
活
動
の

充
実
に
格
別
の
お
力
添
え
を
賜
り
、

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
よ
る
臨
時
休
業
の

中
で
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
御
家

庭
で
の
お
子
様
の
健
康
管
理
や
安
全

確
保
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
県
で
は
さ
ら
な
る
教
育

の
充
実
を
図
る
た
め
、
今
年
２
月
、

「
県
立
高
等
学
校
教
育
推
進
実
施
計

画
（
第
２
期
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

時
代
の
変
化
や
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
全
日
制
単
位
制
高
校
の
設
置

や
学
科
の
改
編
、「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た

研
究
事
業
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
配
備
に
加
え
、
生
徒

が
所
有
す
る
情
報
端
末
を
学
校
に
持

ち
込
ん
で
使
用
す
る
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
（
Ｂ

ｒ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ 

Ｏ
ｗ
ｎ 

Ｄ
ｅ

ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
）
の
実
践
研
究
を
行
う
な

ど
、
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
た

め
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
に
お
い
て

は
、
本
年
４
月
に
豊
橋
特
別
支
援
学

校
の
分
教
室
「
潮
風
教
室
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
「
第
２
期
愛

知
県
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
（
愛

知
・
つ
な
が
り
プ
ラ
ン
２
０
２
３
）」

に
基
づ
き
、
基
礎
的
な
教
育
環
境
の

整
備
と
合
理
的
配
慮
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
子
供
た

ち
の
豊
か
な
学
び
の
た
め
に
、
様
々

な
教
育
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
御
支
援
と
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
愛

知
県
公
立
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和

２
年
度
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
豊
橋
西
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
保
永
で
す
。

　

さ
て
、
生
徒
の
皆
様
は
ご
自
分

の
こ
と
を
愛
し
て
い
ま
す
か
？
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
ど
う
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
か
？
夢
や
目
標
は

明
確
に
あ
り
ま
す
か
？
自
分
を
愛

す
る
と
は
先
ず
自
分
自
身
が
尊
い

存
在
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
宇
宙
で
自
分
と
い
う
人

は
一
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
誰
か
と

比
べ
ら
れ
る
事
が
世
の
常
で
す
が
、

人
よ
り
劣
る
部
分
で
卑
屈
に
思
う

必
要
な
ど
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自

分
の
良
い
と
こ
ろ
を
磨
け
ば
良
い

の
で
す
。
自
分
を
愛
す
る
こ
と
で

周
り
の
人
の
尊
さ
が
わ
か
る
様
に

な
り
ま
す
。
周
り
の
お
世
話
に
な
っ

た
人
に
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
配
っ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。「
い
つ
も
あ

り
が
と
う
」
感
謝
の
気
持
ち
を
言

葉
で
伝
え
る
こ
と
で
、
相
手
の
心

を
温
め
た
り
励
ま
し
た
り
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

人
を
元
気
に
し
た
り
救
え
た
り

出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
常
に
明

る
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
分
け
与
え
る
太
陽
の
よ
う
な
存

在
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
良
い
人

が
集
ま
り
、
物
事
が
ど
ん
ど
ん
好

転
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

周
り
の
環
境
と
い
う
の
は
全
て
自

分
を
中
心
に
自
分
が
作
っ
て
い
ま

す
。
周
り
の
環
境
を
変
え
た
い
な

ら
自
分
自
身
が
変
わ
る
こ
と
。

　

学
校
生
活
で
様
々
な
場
面
に
遭

遇
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
全
て
を

前
向
き
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
様
に

取
り
組
ん
で
み
て
下
さ
い
。
今
は

社
会
人
に
な
る
た
め
の
学
習
な
の

で
す
。
社
会
人
に
な
れ
ば
日
々
自

分
の
価
値
を
試
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
の
評
価
に
よ
っ
て
給

料
が
決
ま
り
ま
す
。
会
社
に
ど
れ

だ
け
貢
献
し
て
く
れ
る
の
か
。
創

造
力
を
持
っ
て
会
社
を
発
展
に
導

い
て
く
れ
る
の
か
。
あ
な
た
で
な

け
れ
ば
出
来
な
い
様
な
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
の
高
い
仕
事
か
ど
う
か
な

ど
。
ど
の
様
な
場
面
で
も
目
標
を

持
ち
自
分
を
愛
し
、
人
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
き
っ
と
乗

り
越
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
は
、
生
徒
が
自
分

の
意
見
を
大
き
な
声
で
言
え
る
機

会
や
環
境
を
学
校
、
家
庭
で
作
っ

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
も
う
子
供
扱
い

す
る
年
齢
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
親

よ
り
も
無
限
の
可
能
性
を
も
っ
て

い
る
と
思
い
、
尊
重
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
し
て
も
生
徒
、
学
校
を
応
援

出
来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
へ

�
愛
知
県
知
事　

大　

村　

秀　

章

　

自
分
を
愛
す
る
こ
と

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
副
会
長　

保　

永　

真　

生

◆事務局◆
名古屋市中区新栄一丁目４９番１０号

愛知県教育会館６階
TEL：〈０５２〉２６１−５８８６
FAX：〈０５２〉２４１−７０４８

【印　刷】
手島印刷株式会社
TEL：〈０５２〉５２２−１６３５

vol.96
2020

　

令
和
２
年
８
月
17
日

に
は
、
校
長
会
と
共
に
、

教
育
委
員
会
に
対
し
て

令
和
３
年
度
予
算
に
関

す
る
要
望
を
行
い
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
へ
の

対
応
や
災
害
に
対
す
る

備
え
の
充
実
、
教
育
環

境
の
整
備
、
教
育
活
動

を
円
滑
に
行
う
た
め
に

十
分
な
予
算
確
保
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
徒
の
学
習

環
境
の
改
善
と
教
育
活
動
の
充
実
に

向
け
て
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

予 算 要 望 活 動
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愛
知
県
立
内
海
高
等

学
校
は
、
知
多
半

島
最
南
端
の
高
校
で
、
創

立
81
年
目
を
迎
え
た
歴
史

と
伝
統
の
あ
る
学
校
で

す
。
緑
豊
か
で
広
大
な
校

地
（
県
下
の
普
通
科
高
校

で
３
番
目
の
広
さ
で
す
）

で
、
生
徒
た
ち
は
の
び
の

び
と
生
活
し
て
い
ま
す
。

通
学
区
域
は
広
範
囲
に
わ

た
り
、
北
は
名
古
屋
市
南

部
か
ら
南
は
日
間
賀
島
や

篠
島
か
ら
生
徒
が
通
っ
て

き
て
い
ま
す
。『
誠
実
・

努
力
』
の
校
訓
の
も
と
、

小
さ
な
成
功
体
験
を
積
み

重
ね
、
自
己
有
用
感
を
育

て
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
最
大
の
特
色

は
、
１
ク
ラ
ス
の
人
数
が

20
人
程
度
の
少
人
数
学
級

で
す
。
高
校
入
学
前
に
学

習
や
人
間
関
係
で
つ
ま
ず

い
た
生
徒
も
、
基
礎
か
ら

学
び
直
し
、
情
熱
あ
ふ
れ

る
先
生
方
に
見
守
ら
れ
な

本
県
は
、
製
造
品
出

荷
額
等
が
42
年
連

続
で
全
国
１
位
の
も
の
づ

く
り
県
で
す
。
現
在
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
、
国
産

初
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
な

ど
、
日
本
の
未
来
を
創
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
本
校
は
、
明
治
34

年
に
開
校
し
た
愛
知
県
立

愛
知
工
業
高
等
学
校
と
昭

和
34
年
に
現
在
の
本
校
校

舎
が
あ
る
地
に
開
校
し
た

愛
知
県
立
東
山
工
業
高
等

学
校
の
伝
統
あ
る
両
校
が

統
合
し
、
平
成
28
年
に
開

校
し
ま
し
た
。

現
在
、
開
校
５

年
目
で
は
あ
り

ま
す
が
、
本
科

は
来
年
度
、
学

科
改
編
を
行
い

ま
す
。
本
県
初

の
「
理
工
科
」

を
設
置
し
、
機

械
加
工
科
、
機

械
制
御
科
、
電

が
ら
新
し
い
人
間
関
係
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

内
海
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
『
真
に
生

徒
の
た
め
に
な
る
活
動
』
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
で
き
る
人
が
で
き
る
時

に
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
黒
潮
祭

で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
豚
汁
、

焼
き
お
に
ぎ
り
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
、

ゼ
リ
ー
な
ど
の
飲
食
店
や
、
制
服

や
日
用
品
の
バ
ザ
ー
を
行
っ
て
い

ま
す
。
売
上
金
で
簡
易
テ
ン
ト
や

気
科
、
電
子
情
報
科
、
建
設
科
、
デ

ザ
イ
ン
工
学
科
の
計
10
学
級
、
一
括

く
く
り
募
集
の
工
業
科
高
校
で
、
日

本
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ス
ト
の
育
成
に
、
更
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
高
度
な

知
識
・
技
術
の
習
得
を
目
指
し
た
本

県
機
械
・
電
気
系
学
科
初
の
「
専
攻

科
」
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

　

本
科
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
役
員
・
委
員

総
勢
35
名
で
、
文
化
祭
で
の
カ
フ
ェ

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
、
研
修
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

で
カ
フ
ェ
を
自
粛
、
研
修
会
の
規
模

縮
小
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
学
校

と
協
力
し
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
今
年
度
は
横
断
幕
を
設
置
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
に
保

護
者
の
思
い
を
発
信
し
、
正
門
を
く

ぐ
っ
た
時
に
、
最
初
に
目
に
入
る
場

所
に
掲
げ
ま
す
。
発
信
す
る
言
葉
は

「A
ttaining the Im

possible
」
で

す
。
こ
の
言
葉
が
子
供
た
ち
の
心
に

響
き
、
学
校
生
活
を
謳
歌
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
ネ
ッ
ト
な
ど
を

学
校
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た

10
月
初
め
の
１
週
間
を
あ
い
さ
つ

週
間
と
し
て
、
登
校
し
て
く
る
生

徒
た
ち
を
校
門
で
見
守
る
活
動
も

し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

子
ど
も
た
ち
・
先
生
方
が
三
位
一

体
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
時
に

優
し
く
、
時
に
厳
し
く
見
守
っ
て

い
き
ま
す
。

メインイベントの黒潮祭
学　校　風　景

学　校　風　景P T A 活 動

「ＳＤＧｓ」未来の人々に
つなげるために…

愛知県教育委員会 生涯学習課

愛知県立 愛知総合工科高等学校 愛知県立 内海高等学校学 校 紹 介

公益財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団

☎ 052−261−9
ク ロ ー ナ イ

671
教 育 相 談

高
校
生
か
ら
の
相
談
内
容

　

令
和
元
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
か

ら
の
相
談
は
6
3
0
件
で
、
全
体
の
約

7
・
6
％
で
し
た
。

　

主
な
相
談
は
「
学
校
生
活
」
や
「
健

康
・
不
安
」
で
、
高
校
生
か
ら
の
相
談
の

約
31
・
8
％
を
占
め
ま
す
。

　

や
は
り
、「
学
校
生
活
」
の
相
談
に
は
、

進
路
の
こ
と
、
友
人
の
こ
と
、
部
活
の
こ

と
な
ど
多
く
の
要
素
が
あ
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

高
校
生
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
内
容

　

令
和
元
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
の

保
護
者
か
ら
の
相
談
は
5
4
6
件
で
、
全

体
の
約
20
・
0
％
で
し
た
。

　

最
も
多
い
相
談
は
「
性
格
や
行
動
に
関

す
る
相
談
」
で
1
5
4
件
あ
り
、
高
校
生

の
保
護
者
か
ら
の
相
談
の
約
28
・
2
％
を

占
め
ま
す
。

　

こ
の
「
性
格
や
行
動
に
関
す
る
相
談
」

に
は
、
不
登
校
の
問
題
や
発
達
障
害
に
関

す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

二
番
目
に
多
い
相
談
は
、子
ど
も
の「
学

校
生
活
に
関
す
る
相
談
」
で
1
3
7
件
・

約
25
・
0
％
で
す
。
三
番
目
が
「
進
路
・

適
性
に
関
す
る
相
談
」
で
67
件
・
約
12
・

3
％
で
す
。
多
く
の
保
護
者
が
悩
み
を
解

消
で
き
る
糸
口
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

お 知 ら せ
　当財団では、このほかにも「不登校」
と「発達障がい」をテーマに、専門家
を講師に迎えて、保護者が基礎的な知
識や子どもへの対応の方法を学ぶ面接
相談事業を実施しています。
　興味のある方は下記のホームページ
をご覧ください。

あいち教育スポーツ 検索

　
「
教
育
相
談
こ
こ
ろ
の
電
話
」
は
、
青
少
年
と
そ
の
保
護
者
を
主
な
対
象
と
し

た
電
話
相
談
で
す
。
相
談
を
通
し
て
、
不
安
や
悩
み
の
自
主
的
な
解
決
を
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
8
、2
9
7
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
相
談
を
受
け
る
の
は
、
研
修
を
積
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
で
す
。

名
前
を
告
げ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
内
容
が
周
囲
に
知
ら
れ
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
で
す
。（
た
だ
し
、
年
末
年
始

は
除
き
ま
す
。）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
生
活
を
取
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
た
2
0
2
0

年
も
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
終
息
す
る
ま
で
に
は
ま
だ

ま
だ
時
間
を
要
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
新
た
な
年
の
始
ま
り
に

当
た
り
、
困
難
な
状
況
の
中
に

あ
っ
て
も
常
に
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
っ
て
進
ん

で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
多
数
の
御

応
募
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
会
長
及
び
広
報
委
員
長
に
よ
る
厳
正
な
抽
選

に
よ
り
、
当
選
者
の
方
に
は
商
品
を
発
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、広
報
委
員
会
の
活
動
の
一
つ
で
あ
る「
互

い
に
学
び
、
楽
し
く
つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」

の
応
募
は
、
11
月
27

日
（
金
）
に
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
な
お
、
表
彰

校
を
決
め
る
投
票
が

令
和
３
年
１
月
18
日

（
月
）
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
今
後

の
通
知
を
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

編
集
後
記

　「Ｓ
エスディージーズ

ＤＧｓ」という言葉をお聞きに
なったことがありますか。「ＳＤＧｓ」
は「Sustainable Development Goals（持
続可能な開発目標）」の略称で、2015年
９月に国連サミットで採択された2030
年までに達成すべき世界共通の目標の
ことです。17の目標、169のターゲット
で構成され、「この先の世界が今以上に良くなるために、世界
の人全員で協力して解決したい目標」として設定され、世界中
で取組が進められています。愛知県も2019年にＳＤＧｓの達成
に取り組む「ＳＤＧｓ未来都市」に選定され、様々な活動を行っ
ています。ところが、2020年は新型コロナウイルス感染症拡大
のため、世界中が大きな打撃を受け、ＳＤＧｓの取組にも影響
がありました。しかし、コロナ禍で、私たちは「この状況を乗
り越えるためにどうすればよいか」と世界で起きた問題を「自
分の問題」として捉えて行動するきっかけを得たのかもしれま
せん。先が全く見通せない厳しい状況を打破するために、一人
一人が必要なことは何かを主体的に考え、身近なことから行動
することが求められるのではないでしょうか。このように、地
球規模の様々な問題を自分の問題として捉え行動することは、
学校教育においても重要視されており、令和４年度より高等学
校で実施される「新学習指導要領」において「持続可能な社会
の造り手」の育成が掲げられています。こうした教育に一層力
を入れて取り組む学校として「ユネスコスクール」があります。
生涯学習課では、ユネスコスクール同士の交流と取組を一般の
方々に広く紹介することを目的とした「愛知県ユネスコスクー
ル交流会」を10月17日（土）にウィルあいちで行いました。社
会との関わり方から、国際交流、地域、環境など各校で学んだ
成果を発表しました。また、今年度は会場での発表・参加だけ
でなく、初の試みとしてオンラインも活用し、新しい形での交
流の方法を取り入れました。詳しくは、愛知県教育委員会生涯
学習課のホームページやTwitterを御覧ください。
　最後になりますが、各校のＰＴＡの皆様におかれましては、
本課の事業への御理解・御協力をいただきますとともに、今後
もそれぞれの立場で学びを深められ、社会全体で子供の教育を
担っていくために、家庭、地域において子供に関わっていただ
きますようお願い申し上げます。
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